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★学校の様子は、東っ子ブログ https://omiyahigashi-e.saitama-city.ed.jp/blog/ で発信中です！ 

 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
校長 佐藤 俊夫 

「暑さ寒さも彼岸まで」とはよく言ったもので、３５℃を超える猛暑日が続いていた頃と比較する

と、随分と過ごしやすい季節となりました。一方で、秋の長雨が続く日々には少々うんざりさせられ

ますが、子どもたちは元気に学校生活を送っています。 
学校では、10 月 24 日（土）の運動会に向けた練習が始まりました。これまで表現（ダンスや民舞

等）の種目では、本部テント側を「正面」として演技を行ってまいりました。しかし、テントが並ぶ

配置上、正面から演技をご覧いただくことが難しいとの課題があ

りました（※テント後方は安全確保のため立ち入り禁止区域とな

っております）。そこで今年度は、より多くの保護者や地域の皆様

に子どもたちの輝く姿を楽しんでいただけるよう、本部テントの

反対側（南面）を正面に変更させていただき、練習してまいります。

これまでの感謝の気持ちを込め、自分たちの成長の証を見ていた

だく場が運動会です。地域と共に歩む大宮東小学校の子どもたち

を、ぜひ温かい拍手で応援していただければ幸いです。 
先日の講話朝会で、『ふるさと』のお話をしました。「みんなが住

んでいるこの町は、間違いなく大切な『ふるさと』になります。将来、進学や就職などでこの地を離

れる子もいるかもしれないけれど、いつか必ず戻ってくる時がきます。その時、大切なふるさとが廃

れ、地域の繋がりが消えてしまっていたらどんなに気持ちになるだろう？ そうならないために、今、

みんなができることは何だろう？」 
その答えは、子どもたちが地域の中へどんどん飛び出し、多様な世代の方々と触れ合うことだと考

えています。9 月 27 日（日）、 での熟議（話し合い）をきっ

かけに が開催されました。これは、各団体で個々に行われていたイベントを

ひとつにまとめ、お互いの良い所を集約して相乗効果をねらいたい、というものでした。その際、本

校では子どもたちを単なる「お客さん」として参加するのではなく、「一緒に地域を盛り上げていこう」

という志を持った「主催者側（ ）」として巻き込んでほしいとお願いをしました。その趣

旨をご理解いただき、学校と連携して子どもたちが主体的に関われる場を設けていただいた第一歩が、

今回のフェスです。夏休み中や土・日の子どもたちの指導は、地域の方々にお願いしました。 
そして・・・7月から準備を進めてきた有志の子どもたちが、地域の方々と共に多様な役割で大活躍

しました。運営スタッフとして係わったのは５，６年生です。当然、自分事としてスタッフ以外の子

たちにも参加してほしい、と言う気持ちになります。「来てね！」と他の子たちにも声掛けをしたこと

でしょう。地域の方々からも「これまでになく子どもたちの参加が多かった」「雰囲気がガラリと変わ

り、三世代の素晴らしい交流ができた」とお褒めの言葉を多数いただきました。      
学校が主催する「運動会」も、地域が主催する「すまいるフェス」も、根底にある思いはひとつで

す。それは、「地域の課題を自分ごととして共有し、その解決のために自ら主体的に行動できる子（エ

ージェンシーをもった子）を育てていきたい」ということです。運動会では、そんな子どもたちの頼

もしく成長した姿をぜひご覧ください。 

コミスク発案！「運営スタッフ」として 〜 当日 ～ 



 
  

 

１０月の生活目標  
「生活のリズムを整えよう」 


